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はすでにड精を終えていると同時に，イチジクのՖคもܞえて
いる。Ֆ೯内෦΁のೖりޱはڱく，しかも̍カॴしかない。ࣁ
バチは，そのೖりޱをこ͡開͚て内෦΁と৵ೖする。ᠯが体か
ら外れམͪてし·う΄どの೉行の຤に，໨的のめし΂を見つ͚
て࢈ཛするのである。Ֆ೯のதをഝいずりճる間に，डคも完
ྃする。࢈ཛを終えたࣁバチは，その··そこでଉઈえる。Ұ
方，ཛからሊった幼虫は，子๪を৯΂てେきくなる。

のガジュマルのՖ೯では，୹いめし΂からはガג༤同ࣁ
ジュマルコバチがሊ化し，௕いめし΂はコバチに৯΂られる
こととなく種子をつ͚る。それに対して，ࣁ༤ҟגのイψϏ
ワでは，גࣁに৵ೖしたイψϏワコバチのࣁは，डคはࣥり
行われるため種子は実るが，（୹いめし΂がないため）࢈ཛ
はできず，その··死んでし·う。༤גに৵ೖしたࣁバチは，
す΂てのめし΂に࢈ཛとडคをし，໾ׂを全うする。つ·り，
はイψϏワコג用で，༤࢈は種子生גࣁ，の種ではג༤ҟࣁ
バチの༳りか͝ઐ用なのͩ。コバチは，גࣁと༤גを見分͚
ることはできない。

コバチのᥳからは，༤バチがઌにӋ化して出てくる。たͩ
しӋ化とはいっても，༤バチには最ॳからᠯがない。ࣁバチ
は，Ӌ化しても自分ではՖに݀をあ͚られない。༤バチが，
バチがӋ化しているՖに݀を開͚てަඌをするのͩ。さらࣁ
には，ަඌをࡁ·せたࣁバチがՖ೯から୤出するための݀も
開͚てやる。ࣁバチは，Ֆ೯を୤出する際におし΂のՖคを
਎につ͚て外にӋ͹たき࢈， ཛ用のՖ೯を୳す。このように，
イチジクとコバチの生活࢙が，完全にシンクロして進行する
のͩ。·さに，持ͪつ持たれつঢ়ଶといえるͩΖう。

໰୊は，このように強ݻな̍対̍の૬利共生ؔ係が，�00
種近いイチジクଐでどのようにして成ཱしたかである。近年，
֤種イチジクとイチジクコバチの %/A ղ析が行われるよう
になり，それͧれのܥ౷थがߏஙされつつある。

かつては，寄主となるイチジクと寄生するコバチとが，Կ
らかのしかたで同時に種分化することでそれͧれのଟ༷化が
進んできたというઆが༗ྗͩった。しかし，%/A ղ析のデー
タが஝ੵされるதで，その可能性はബれてきたようͩ。

ΉしΖ，イチジクଐ内の雑種化が進Ήதで৽種がܗ成され，

コバチがその後を௥うように種分化してきたのではないかと
いう。্ड़したように，同͡Ֆ೯内でަඌが完ྃするため，
コバチでは近਌ަ഑がىこりやすく，Ҩ఻的変ҟにภりが生
͡がͪである。それに加えて，コバチ類が寄主を間ҧえるこ
とが，ҙ外とଟくىきているのではないかとも考えられる。

೤ଳྛにはイチジクଐの種がたくさん生育している。いわ
ゆるకめ殺し植物のଟくはイチジクଐである。しかも，イチ
ジクの実を৯΂るಈ物はたくさんいるため，種子は広範ғに
分ࢄされる。そうした種にどのようなコバチがඈདྷしている
かは，あ·りௐ΂られていないうえに，イチジクଐの雑種ܗ
成もよくわかってはいない。

ຉ์ͳѪΛᨳ͏

生物の分類体ܥをஙいたリンネは，めし΂とおし΂の数を
結ࠗܗଶになͧらえた分類法を考案した。そのதでイチジク
は 1olyHamJa（ଟࠗ）ߝ 5rJoecJa（ࡾՈ）໨に分類されている。
༤Ֆ͚ͩ，ࣁՖ͚ͩ，༤ՖとࣁՖの両方という 3 つのՈが
あるグループͩというのͩ。

かのチϟールζ・ダーウィンの૆෕でҩࢣにしてࢻਓでも
あったエラζマス・ダーウィンは，リンネの分類法に共ײし，
たとえ͹φデシコ科でࣁ༤ҟגのηンϊウ類について࣍のよ
うにՎい্͛た。

ɹɹ൴ঁらは׻びにຬͪてそのൺ類なき՚やかなҥをは͚ͩ，と·どう
ɹɹஉたͪをڳに๊かんとす。

エラζマス・ダーウィンʰ植物のѪʱより

Ұ方，h チϟタレー෉ਓの࿀ਓʱで஌られる %�)� ロレン
スは，「いͪ͡く」というࢻのதで，イチジクをঁ性ثの҉
ᄻとしてそのਖ਼しい৯し方と下඼な৯し方をઆいた後で，ָ
Ԃからの௥์に৽たなղऍを施している。

ɹɹイϰはかつて「৺のதで」͡ Ϳんがདかͩということを஌ったとき，
ɹɹٸいでイチジクの葉をవった。そして，アダムにも同͡ものをవっ
ɹɹてやった。

%�)� ロレンスʰѪと死のूࢻ （ɦ҆౻Ұ࿠༁）より

かくの͝とく，イチジクは科学ऀのみならずจ学ऀの૝૾
ྗをも刺激してや·ない存在なのである。
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●�2020年度畑作・草地飼料作関係除草剤・生育調節剤試験

成績検討会

　日時：2020年12月2日（水）��9:30～17:00

� � � � 3日（木）��9:30～17:00

●�2020年度水稲関係除草剤直播栽培・畦畔等�適用性試験

成績検討会

　日時：2020年12月8日（火）��9:30～17:00

� � � � 9日（水）��9:30～17:00

●2020年度水稲関係除草剤試験成績中央判定会議

　日時：2020年12月10日（木）��9:30～17:00

●�2020年度春夏作野菜花き関係除草剤・生育調節剤試験

成績検討会

　日時：2020年12月15日（火）��9:30～17:00

� � � � 16日（水）��9:30～17:00

●2020年度水稲関係生育調節剤試験成績検討会

　日時：2020年12月18日（金）��9:30～17:00

　新型コロナウイルス感染拡大防止の面から，いずれの検

討会ともWeb会議形式にて開催いたします。

　なお，通信障害リスクの軽減及び会議中の煩雑さ回避の

ため，参加人数は必要最低限にして行います。

˙ਓࣄҟಈ
2020年9月30日付

　退職　　　北海道研究センター　　　　　　吉良　賢二

広　 　　　場

植調第 54巻　第 7号

■ 発　行 2020 年 10 月 15 日
■ 編集・発行 公益財団法人日本植物調節剤研究協会
	 東京都台東区台東 1丁目 26番 6号
	 5&L 03-3832-4188　FAX	03-3833-1807
■ 発行人 大谷　敏郎
■ 印　刷 ㈲ネットワン

© Japan Association for Advancement of Phyto-Regulators (JAPR) 2016
　掲載記事・論文の無断転載および複写を禁止します。転載を希望される場合
は当協会宛にお知らせ願います。

取　扱　株式会社全国農村教育協会
　　　　〒110-0016　東京都台東区台東1-26-6 (植調会館)
 5&L 03-3833-1821


